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日
本
患
者
同
盟
の
第
七
二
回
定
期

大
会
が
、
六
月
十
三
日
か
ら
三
日
間

に
わ
た
リ
青
い
国
、
四
国
の
香
川
県

・
高
松
市
民
セ
ン
タ
ー
で
ひ
う
か
れ

ま
し
た
。

高
松
市
で
7
2
回
大
会
開
催

よ
い
医
療
を
う
け
る
基
礎
づ
く
り
な
ど
の
大
運
動
を
決
議

　

大
会
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南

は
冲
縄
の
二
五
都
道
府
県
組
織
一
六

〇
名
の
代
表
が
参
加
し
、
福
祉
き
り

さ
げ
の
つ
よ
ま
っ
て
い
る
き
ぴ
し
い

情
勢
の
な
か
で
、
三
日
間
に
わ
た
り

熱
心
な
討
論
を
お
こ
な
い
、
患
者
・

回
復
者
・
障
｀
暑
の
医
療
と
生
活
を

守
り
ぬ
く
運
動
方
針
を
爾
場
一
致
で

決
定
し
ま
し
た
。

大会初日参加者を激励する長会長

　

大
会
は
、
議
長
団
を
選
ん
だ
あ
と
、

お
さ
会
長
が
「
結
核
の
Ｅ
学
が
進
歩

し
、
入
退
院
の
短
期
化
に
と
も
な
い

結
核
患
者
の
減
少
の
反
面
、
福
祉
へ

の
攻
撃
が
つ
よ
ま
っ
て
い
る
き
び
し

い
情
勢
に
対
処
し
、
大
会
の
成
功
と

八
〇
年
代
を
展
望
し
、
医
療
と
生
活

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
全

力
を
あ
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
前
川
香
川
県
知
事
な

ど
か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

日患同盟

ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
三
つ
の
重
占
と

し
て
、
①
よ
い
医
療
を
う
け
る
基
礎

づ
く
り
の
推
進
②
健
康
保
険
・
公
費

医
療
改
悪
反
対
、
医
療
と
福
祉
の
拡

充
を
要
求
す
る
大
運
動
を
す
す
め
る

③
内
部
障
害
者
へ
の
国
鉄
運
賃
割
引

の
適
用
を
中
心
に
患
者
・
回
復
者
・

障
｀
暑
の
十
大
要
求
の
実
現
を
め
ざ

す
運
動
な
ど
の
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

な
お
大
会
は
、
①
健
康
保
険
・
公

費
医
療
改
悪
反
対
、
②
三
柏
園
事
件

公
判
完
全
勝
利
を
め
ざ
す
・
・
上
つ
の

特
別
決
議
を
万
場
の
拍
手
で
決
議
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
7
9
年
度
の
新
役
貝
に

。
長
（
お
さ
）
会
長
は
じ
め
十
名
の
常

任
幹
事
・
会
計
監
査
を
選
出
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
「
統
一
と
団
結
の
輪
を

ひ
ろ
げ
、
大
会
決
定
を
高
く
か
か
け

皆
ん
な
で
運
動
を
前
進
さ
せ
よ
う
」

と
、
力
強
い
夭
会
宣
戸
を
万
場

の
拍
手
で
採
択
し
、
大
会
を
成
功
裡

に
お
え
ま
し
た
。

　
　
　

日
患
同
盟
棟
方

　

進

各
省
に
5
5
年
度
予
算
要
求

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

　

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
で

は
先
の
全
国
運
営
委
員
会
で
決
定
さ

れ
た
「
昭
和
五
十
五
年
度
国
家
予
算

要
求
項
目
」
書
を
た
ず
さ
え
て
各
省

腎
臓
移
植
を
公
費
に
費
用

　

腎
臓
移
植
手
術
に
対
し
て
、
四
月

一
日
か
ら
更
生
医
療
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

腎
臓
移
植
手
術
は
最
近
で
は
年
毎

に
盛
ん
に
な
り
、
昨
年
は
は
じ
め
て

二
亘
五
十
例
を
越
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
腎
提
供
者
登
録
制
度
の
普
及
や

国
立
佐
倉
病
院
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
、

地
方
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
の
発
足
な
ど

の
医
療
体
制
の
整
備
が
す
す
ん
だ
こ

と
と
あ
わ
せ
て
、
昨
年
二
月
か
ら
腎

全
腎
協
な
ど
の
運
動
で
み
の
る

臓
移
植
手
術
に
健
康
保
険
が
適
用
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
健
康
保
険
の
本
人
以
外

は
自
己
負
担
が
あ
り
、
室
料
差
額
な

ど
と
共
に
高
額
な
医
療
費
が
必
要
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
実
情
か
ら
全
腎
協
の
運

動
な
ど
も
あ
っ
て
、
身
体
障
害
者
福

祉
法
に
も
と
ず
く
更
生
医
療
（
十
八

歳
未
満
は
児
童
福
祉
法
に
よ
る
育
成

医
療
）
の
給
付
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
こ
れ
は
四
月
一
日
か
ら
実
施

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
更
生
医
療
指

定
医
療
機
関
の
審
査
が
六
月
中
と
い

う
こ
と
で
、
実
際
に
適
用
さ
れ
る
の

は
そ
れ
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
腎
臓
移
植
手
術
を
行
な
う

医
療
機
関
が
少
な
い
た
め
、
指
定
医

療
機
関
も
十
数
力
所
程
度
と
予
想
さ

れ
、
全
国
的
に
腎
臓
移
植
手
術
で
更

生
医
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者
は
ま
だ

わ
ず
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

へ
の
陳
情
行
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
一
日
十
名
の
陳
情
団
を

組
ん
で
厚
生
省
と
の
最
初
の
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。
医
務
局
・
社
会

更
生
局
・
児
童
家
庭
局
の
各
担
当
官

と
］
‥
よ
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め

に
、
‐
医
療
費
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
‐
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
以
上
三
つ
を
大
き
な
柱
に
し
た

内
容
で
話
し
合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
続
い
て
い
わ
れ
て
い
る

　

福
祉
見
直
し
”
の
国
の
姿
勢
は
更

に
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今

回
の
経
験
を
生
か
し
次
の
陳
情
が
よ

り
内
容
の
有
る
も
の
と
な
る
よ
う
検

討
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
陳
情
行
動
は
六
月
二
十
九
日

労
働
者
・
文
部
省
と
予
定
し
先
方
と

接
渉
が
続
け
と
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全
患
協
は
、
六
月
。
一
］
日
か
ら
八
日

ま
で
、
全
組
織
を
あ
げ
て
、
昭
和
五

十
五
年
度
予
算
要
求
の
統
一
行
動
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
五
年
度
予
算
は
「
前
年

医
療
改
善
、
職
員
増
員
、
施
設
整
備
を
重
点
要
求

全
支
部
代
表
政
府
申
入
れ

度
比
伸
び
率
ゼ
ロ
の
編
成
方
針
」
が

五
月
中
旬
の
閣
議
で
了
承
さ
れ
、
大

蔵
省
が
各
省
庁
に
［
協
力
］
を
要
請

し
た
、
と
新
聞
は
報
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
全

患
協
の
十
三
支
部
で
は
、
施
設
や
地

方
医
務
局
と
交
渉
し
、
ま
た
厚
生
省

行
政
管
理
庁
な
ど
へ
葉
書
、
電
報
に

よ
る
要
請
を
連
日
お
こ
な
い
、
国
会

各省庁と交渉する仝患協代表、立っているのが小泉会長

議
員
に
対
す
る
陳
情
や
、
マ
ス
コ
ミ

に
も
働
き
か
け
ま
し
た
。

　

中
央
に
お
け
る
交
渉
団
（
小
泉
会

長
以
下
十
二
人
）
は
、
こ
の
期
間
、

関
係
省
庁
と
交
渉
を
重
ね
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
氏
病
対
策
国
会
議
員
懇
談

会
（
議
懇
）
世
話
人
と
の
四
者
懇
談

会
で
、
運
動
強
化
の
意
志
統
一
を
図

り
、
八
十
七
人
の
衆
・
参
議
員
に
も

全患協

医
療
改
善
、
予
算
増
額
実
現
へ
の
支

援
を
お
ね
が
い
し
ま
し
た
。

　

全
患
協
で
は
五
十
五
年
度
予
算
獲

得
と
医
療
の
改
善
、
職
員
の
増
員
、

施
設
整
備
の
促
進
を
重
点
に
、
今
後

も
日
常
盾
動
を
強
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

互療会が総会

ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の
治
療
費
を
公
費
に

　　　

創立10周年

性機能復活問題で特別講演

厚
生
省
が
難
病
対
策
発
表

　

厚
生
省
公
衆
衝
生
局
難
病
対
策
・
課

は
こ
の
程
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
特

定
疾
患
対
策
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

難
病
対
策
課
の
発
表
に
よ
る
と
、

昭
和
五
十
四
年
度
の
特
定
疾
患
対
策

と
し
て
、
コ
］
年
間
を
経
過
し
か
研

究
班
の
研
究
成
果
を
考
慮
し
八
疾
患

研
究
班
に
つ
い
て
、
疾
患
班
、
横
断

テ
ー
マ
班
に
組
み
入
れ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
四
疾
患
及
び
四
テ
ー
マ

班
を
編
成
し
研
究
全
体
を
計
画
的
に

推
進
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
冶
療
研
究
」

（
医
療
費
の
公
費
負
担
）
の
対
象
疾

爾
こ
し
て
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
」

が
新
た
に
加
え
ら
れ
、
十
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
編
成
さ
れ
た
研
究
班
は

　

「
特
発
性
難
聴
」
、
「
肉
芽
腫
性
肺

疾
声
、
「
炎
症
性
腸
管
障
害
」
。

　

「
間
脳
下
車
体
機
能
障
害
」
の
四
疾

患
班
と
、
「
免
疫
性
神
経
疾
患
に
関

す
る
研
究
」
、
「
変
性
性
神
経
疾
患

に
関
す
る
研
究
」
、
「
難
病
の
宿
主

要
囚
に
関
す
る
研
究
」
、
「
難
病
の

疾
患
モ
デ
ル
に
関
す
る
研
究
」
の
四

テ
ー
マ
班
で
す
。

　

新
た
に
治
療
研
究
の
対
象
と
な
っ

た
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
は
、
「
線
維

構
造
を
も
つ
特
異
な
蛋
白
『
ア
ミ
ロ

イ
ド
』
が
細
胞
外
に
沈
着
す
る
原
因

不
明
の
代
謝
病
」
で
、
つ
基
礎
疾
患

が
な
く
、
原
因
不
明
で
全
身
諸
臓
器

に
ア
ミ
ロ
イ
ド
沈
善
」
を
来
す
頑

発
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
ジ
ス
ヘ
「
膠

原
病
、
慢
性
炎
症
、
多
発
性
骨
髄
腫

等
に
伴
っ
て
現
わ
れ
る
」
祠
発
性

ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｌ
ン
ス
ヘ
「
皮
膚
等

限
局
さ
れ
た
臓
器
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
が

沈
着
す
る
」
頑
局
性
ア
ミ
ロ
イ
ド

Ｌ
ン
ス
”
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｌ
ン
ス
の

　

五
月
二
十
七
日
（
日
）
、
東
京
都

港
区
、
日
赤
本
社
に
お
い
て
、
互
療

会
（
Λ
Ｌ
肛
門
）
総
会
（
十
周
年
記

念
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
結
成
十
周
年
の
た
め

も
あ
っ
て
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

の
各
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
三
〇
〇
名
が

集
り
、
今
年
は
と
く
に
看
護
婦
さ
ん

が
十
五
名
ほ
ど
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賢
に
は
、
も
脱
タ
ヶ
チ
参
議
院

議
員
が
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、
特
別
講

演
と
し
て
雇
機
能
の
復
活
と
結
婚

問
題
」
に
つ
い
て
、
聖
路
加
病
院
の

岡
本
先
生
の
講
演
を
き
き
ま
し
た
。

う
ち
治
療
研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
の

は
戚
発
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
ジ
ー

だ
け
で
、
思
者
数
は
二
千
五
百
人
か

ら
三
千
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の
追
加
に
よ

っ
て
治
療
研
究
対
象
疾
患
は
二
十
一

疾
単
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年

は
患
者
数
の
少
な
い
疾
秀
冨
症
者

だ
け
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

患
者
の
強
い
批
判
を
浴
び
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス

も
重
症
息
者
だ
け
に
線
引
き
さ
れ
て

お
り
、
軽
症
の
う
ち
か
ら
公
費
負
担

の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
早
期

尭
見
・
早
期
治
療
が
可
能
な
場
合
も

あ
る
と
す
る
全
難
連
な
ど
難
病
患
者

の
要
求
に
逆
行
す
る
傾
向
が
ま
す
ま

す
強
ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
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人
間
行
動
で
安
全
研
究

労
働
省
産
業
安
全
研
究
体
制
検
討
会
議
が
議
論

　

労
働
省
は
、
職
場
の
安
全
技
術
に

対
す
る
社
会
的
要
請
の
大
幅
な
増
大

に
対
処
す
る
た
め
に
、
産
業
全
般
に

わ
た
る
安
全
研
究
を
科
学
的
、
総
合

的
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年

以
来
、
産
業
安
全
研
究
体
制
検
討
会

議
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
四
つ
の
専
門
分
野

　

（
ｍ
機
械
、
土
木
、
建
築
工
学
、
②

化
学
電
気
、
制
御
工
学
、
③
人
間
工

学
、
生
理
学
、
心
理
学
、
④
シ
ス
テ

　

厚
生
省
・
黒
木
国
保
課
長
は
、
五

月
二
十
一
、
二
日
、
5
4
年
度
の
都
道

府
県
新
任
国
保
課
長
研
修
会
を
ひ
ら

き
、
公
資
負
担
医
療
の
見
直
し
推
進

の
考
え
方
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

黒
木
国
保
課
・
長
は
、
こ
の
研
修
会

で
、
各
種
公
費
負
担
医
療
制
度
の
見

直
し
を
推
進
す
る
考
え
と
し
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
具
体
的
内
容
を
説
明

し
、
各
課
長
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

公
費
負
担
医
療
制
度
に
つ
い
て

ム
、
生
産
信
頼
性
工
学
）
で
分
科
会

を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
各
分
科
会
で
安
全
問
題

を
検
討
し
て
お
り
、
二
年
間
で
結
論

を
だ
す
予
定
で
す
。
こ
こ
で
検
討
さ

れ
た
研
究
テ
ー
マ
は
、
労
働
省
産
業

安
全
研
究
所
な
ど
を
中
心
に
し
て
具

体
化
の
研
究
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

第
三
分
科
会
の
議
論
で
は
山
物
的

面
で
の
安
全
研
究
は
進
ん
で
き
た

が
、
入
間
の
行
動
」
に
つ
い
て
は

は
、
老
人
、
原
爆
、
結
核
、
精
神
医

療
な
ど
、
健
康
保
険
と
公
費
医
療
が

二
つ
に
な
っ
て
相
乗
り
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
健
保
曖
先
、
公
費
優
先

と
い
う
ふ
う
に
榎
雑
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

高
額
療
養
費
に
つ
い
て
は
、
費
用

負
担
が
四
十
八
年
発
足
当
初
は
二
分

の
一
国
庫
補
助
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
二
分
の
一
の
七
一
石
に
な
り
、
市

町
村
か
ら
、
国
庫
負
担
を
一
一
分
の
Ｉ

公
費
医
療
全
面
見
直
し

立
遅
れ
て
い
る
の
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ー
エ
ラ
ー
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関

す
る
研
究
②
中
高
年
者
の
安
全
作
業

に
関
わ
る
機
能
分
析
の
研
究
ぼ
職
場

の
機
械
化
、
自
動
化
に
伴
う
単
調
労

働
と
疲
労
ぷ
個
人
ｉ
や
る
気
を
起
さ

せ
る
研
究
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

鉛
曝
露
基
準
を
5
0
に
改
善

二
月
一
日
よ
り
米
国
労
働
省

　

米
国
労
働
者
安
全
衛
生
局
は
、
一

九
七
九
証
（
昭
和
五
十
四
年
）
二
月

　
　
日
、
鉛
中
毒
予
防
の
た
め
の
最
終

基
準
を
実
施
に
う
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
謬
百
、
作
業
環
境
に
お

け
る
八
時
間
の
平
均
曝
露
濃
度
を
二

〇
〇
マ
イ
ク
ロ
昭
二
平
方
Ｍ
当
り
）

に
せ
よ
、
政
府
は
約
束
違
反
だ
と
不

　

厚
生
省
は
、
五
月
十
九
日
、
今
年

満
が
強
い
。
こ
の
一
つ
の
対
策
と
し
度
か
ら
新
し
く
研
究
開
発
に
補
助
を

て
共
済
制
度
（
各
市
町
村
の
掛
金
の
行
ろ
も
の
と
し
て
、
一
市
場
性
は
乏

プ
ー
ル
化
）
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

国
保
の
被
保
険
者
証
の
全
国
運
用

に
つ
い
て
は
、
東
京
都
を
全
国
決
臍

に
の
せ
て
解
決
し
た
い
。

高
額
療
養
費
の
共
済
化
等
を
黒
木
課
長
が
説
明

し
い
が
医
療
の
場
に
緊
急
に
必
要
と

さ
れ
る
医
楽
品
」
二
課
題
に
二
億
円

の
研
究
費
を
補
助
す
る
こ
と
を
決
定

を
五
〇
マ
イ
ク
ロ
４
以
下
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
最
終
基
準
は
、
鉛
業
務
に
た

ず
さ
わ
る
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め

に
、
・
①
健
康
診
断
と
し
て
、
年
間
三
十

日
以
上
鉛
濃
度
が
三
〇
マ
イ
ク
口
々

以
上
の
作
業
環
境
に
曝
露
さ
れ
る
場

乙
ほ
よ
八
月
以
内
ご
と
に
一
回
血
液
中

の
鉛
濃
度
の
測
定
を
義
務
化
し
た
、

②
配
置
転
換
に
伴
ろ
倶
護
と
し
て
、

血
液
中
の
鉛
濃
度
が
一
定
値
（
四
段

階
）
に
な
っ
た
労
働
者
は
、
鉛
業
務

以
外
の
業
務
に
配
置
転
換
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
際
、
所

定
の
濃
度
に
下
が
り
復
職
で
き
る
ま

で
の
間
は
、
賃
金
、
先
任
権
そ
の
他

就
業
上
の
利
益
を
失
わ
せ
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定

は
、
労
働
者
が
賃
金
等
の
労
働
条
件

が
低
下
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
健
康
診

断
を
受
診
し
な
い
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

一
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
の
池
療
薬
定
疾
患
、
小
児
特
定
疾
患
十
課
題
の

Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　

中
か
ら
選
び
「
あ
る
程
度
、
実
用
化

　

二
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
ツ
″
－
の
徹
生
と
製
剤
化
の
見
通
し
の
つ
い
て
い
る

物
の
二
次
代
謝
産
物
に
由
来
す
る
難
も
の
と
し
て
、
二
Ｉ
課
題
を
決
定
し
て

病
治
療
薬
Ｉ
ロ
イ
ペ
プ
チ
ン
、
Ｅ
Ｉ
い
ま
す
。

六
四

　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
冶
療
薬

　

厚
生
省
は
、
梅
沢
浜
夫
（
微
生
物
（
Ｔ
Ｋ
Ｈ
）
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
武

化
学
研
究
所
長
）
、
杉
村
隆
（
国
立
田
、
田
辺
の
製
薬
企
業
も
加
わ
り
、

ガ
ン
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長
）
、
武
見
筋
ジ
ス
池
原
薬
（
ロ
イ
ペ
プ
チ
ン
）

太
郎
（
日
医
会
長
）
な
ど
十
一
人
の
の
研
究
に
日
本
化
薬
、
Ｅ
六
四
の
研

新
薬
開
発
に
国
が
補
助

小
脳
変
性
症
と
筋
ジ
ス
の
二
課
題
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かんじゃと医療（５）

　

六
月
十
四
日
、
国
会
は
異
状
な
状
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　

改
悪
さ
れ
た
ら
治
療
け
い
ぞ
く
を
困

態
で
幕
切
れ
と
な
り
、
つ
い
に
健
康

　

健
保
法
案
に
つ
い
て
は
、
「
全
国
難
に
さ
せ
る
」
「
健
保
改
悪
の
次
は

保
険
改
悪
案
は
廃
案
に
な
り
ま
し
患
者
・
家
族
集
会
ト
実
行
奇
貝
会
－
公
費
改
悪
に
な
る
」
と
い
・
７
切
実
な

た
。

　
　
　
　
　
　
　

が
主
催
す
る
改
悪
反
対
の
国
会
請
願
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
時
に
ス
モ
ン
被
害
息
は
（
五
月
十
日
、
三
十
一
日
）
の
二

　

だ
が
厚
生
省
は
、
六
月
二
十
二
日

者
な
ど
薬
害
被
害
者
の
救
済
法
案
も
回
に
わ
た
っ
て
実
施
（
既
報
）
さ
れ
社
会
保
険
審
議
会
の
席
上
、
先
の
国

’

　

ま
し
た
。

会
で
廃
案
に
な
っ
た
「
健
保
法
案
を
、

全国で集めた署名の山

　

こ
れ
に
は
、
多
く
の
患
者
団
体
、
そ
の
ま
ま
臨
時
国
会
に
出
す
」
こ
と

家
族
団
体
が
加
わ
り
、
全
国
い
っ
せ
を
公
表
し
ま
し
た
。

い
に
署
名
集
め
が
行
わ
れ
、
国
会
請

　

い
っ
ぱ
う
、
ス
モ
ン
の
会
全
国
連

願
さ
れ
た
署
名
は
十
一
万
余
名
分
が
絡
会
議
な
ど
の
精
力
的
な
運
動
に
よ

衆
・
参
両
議
長
に
対
し
、
自
民
党
を
る
薬
｀
擬
｀
暑
救
済
法
案
は
、
航
空

除
く
各
党
議
員
の
紹
介
に
よ
っ
て
提
議
疑
獄
事
件
を
最
後
ま
で
隠
そ
う
と

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

し
た
た
め
に
、
こ
の
法
案
先
議
も
な

　

こ
の
請
願
運
動
に
は
、
「
健
俣
が
く
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

国
民
年
金
改
正
を
審
議

国
民
年
金
審
議
会
が
検
討
事
項
を
決
め
た

　

国
民
年
金
審
葵
口
、
五
月
二
十

三
日
、
東
京
の
日
本
海
運
倶
楽
部
で

全
員
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

ま
と
め
る
予
定
を
た
て
ま
し
た
。

　

検
討
事
項

金
の
あ
り
方
⑥
婦
人
の
年
金
権
⑦
国

年
の
将
来
見
通
し

　

二
、
拠
出
年
金
に
関
す
る
事
項

　

①
年
金
額
の
水
準
②
適
用
対
象
及

び
任
意
加
入
③
財
政
④
老
齢
年
金
、

通
年
老
齢
年
金
⑤
障
害
年
金
⑥
母
子

一
、
改
正
に
当
だ
っ
て
の
総
括
事
年
金
ぶ
ス
ラ
イ
ド
⑧
積
立
金
⑨
業
務

そ
こ
で
、
五
十
五
年
度
の
年
金
制
項
＝
①
老
後
の
年
金
制
度
の
位
置
づ
処
理
暦

度
改
正
の
た
め
の
検
討
項
目
を
つ
ぎ
け
と
役
割
②
改
正
の
基
本
的
な
考
え

の
よ
う
に
き
め
ま
し
た
。

　
　

方
③
公
的
年
金
制
度
全
体
の
見
直
し

　

な
お
、
審
議
会
は
五
人
の
小
委
員
と
国
年
の
関
係
④
厚
年
改
正
と
国
年

会
を
設
け
、
八
月
末
ま
で
に
給
論
を
改
正
の
関
保
⑤
福
祉
年
金
・
経
過
年

　

三
、
福
祉
年
金
に
関
す
る
事
項

　

①
年
金
額
の
水
準
②
財
源
③
所
得

制
限
④
併
給
制
限
＝
を
そ
れ
ぞ
れ
具

体
的
に
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
社
会
伏
障
憲
章
は
、
一
九
五

三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
国
際
社
会
保
障
会

議
が
決
定
し
た
「
社
会
保
障
基
準
」

を
う
け
つ
薦
発
展
さ
せ
、
一
九
六

　

一
年
一
二
月
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ

た
第
五
回
世
界
労
組
大
会
で
採
択
さ

れ
た
も
の
で
す
。
全
世
界
の
労
働
者
、

人
民
に
共
通
す
る
社
会
保
障
の
原
則

を
あ
き
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

社
会
保
障
憲
章

　
　
　

社
会
保
障
の
原
則

　

１
、
真
の
社
会
保
障

制
度
は
、
じ
ぶ
ん
の
労

働
で
生
活
し
て
い
る
ひ

と
、
働
く
こ
と
の
で
き

な
い
ひ
と
、
一
時
的
ま

た
は
永
久
に
労
働
能
力

を
失
っ
た
ひ
と
の
す
べ

て
、
お
よ
び
そ
の
家
族

の
人
び
と
に
、
本
人
に

よ
る
何
ん
ら
の
財
政
的

負
担
な
し
に
、
法
律
で

保
障
さ
れ
た
基
本
的
な

社
会
的
権
利
を
確
認
す

る
こ
と
を
土
台
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２
、
社
会
保
障
制
度

は
、
現
金
お
よ
び
現
物

の
諸
給
付
に
よ
っ
て
、

働
く
人
ご
と
に
正
常
な

生
活
手
段
を
保
障
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現

金
給
付
は
、
生
計
費
、

賃
金
の
増
加
、
働
く
人

び
と
と
そ
の
家
族
が
絶

今年は国際児童年

社会保障憲章
1961年世界労組大会採択

対
に
必
要
と
す
る
額
に

応
じ
て
再
調
整
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国

家
的
保
健
制
度
あ
る
い

は
社
会
保
障
制
度
じ
た

い
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
働
く
人
び
と
と
そ
の

家
族
の
成
員
に
た
い
し

て
、
全
額
無
料
の
医
療

が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

５
、
社
会
保
障
は
、

そ
の
原
因
と
理
由
に
か

か
わ
り
な
く
、
病
気
、

出
産
、
身
体
障
害
、
老

令
、
労
働
災
害
・
職
業

病
、
家
族
手
当
、
失
業

お
よ
び
死
亡
な
ど
を
ふ

く
む
い
っ
さ
い
の
社
会

的
責
任
と
災
厄
に
た
い

し
て
適
用
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

社
会
状
態
と
労
働
条

件
の
全
般
的
な
わ
く
の

な
か
で
、
つ
ぎ
の
分
野

に
お
け
る
労
働
者
の
権

利
を
保
障
す
る
効
果
的

な
措
置
が
と
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

予
防
医
療
と
公
衆
衛

　

生

　

労
働
衛
生
と
労
働
安

　

全

　
　

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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ス
モ
ン
で
田
辺
も
和
解

松
原
社
長
和
解
で
キ
ノ
ホ
ル
ム
裁
判
で
ウ
イ
ル
ス
と
云
う

　

田
辺
製
薬
は
、
五
月
十
六
日
、
東

京
地
裁
民
事
・
内
田
恒
久
裁
判
長
の

す
す
め
る
「
東
京
ス
モ
ン
訴
訟
の
最

終
和
解
案
」
を
受
入
れ
、
調
印
を
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
和
解
は
、
田
辺
製
薬
が
従

来
主
張
し
つ
づ
け
た
ウ
″
ル
ス
説
を

降
し
、
キ
ノ
ホ
ル
ム
に
よ
る
被
害
発

生
説
を
受
入
れ
ま
し
た
。

　

和
解
調
書
内
容
は
、
①
キ
ノ
ホ
ル

ム
と
わ
が
国
で
多
発
し
た
ス
モ
ン
の

因
果
関
係
を
認
め
る
②
被
告
は
ス
モ

ン
の
引
き
起
し
た
諸
問
題
の
解
決
責

任
を
負
う
③
被
告
は
原
告
患
者
と
家

族
に
心
か
ら
陳
謝
す
る
と
し
て
、
四

百
二
十
七
人
（
第
一
、
第
二
グ
ル
ー

プ
）
に
対
し
、
和
解
金
総
額
約
七
十

一
億
円
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
当
日
、
田
辺
製
薬
の
松
原

社
長
は
「
あ
く
ま
で
和
解
が
成
立
し

た
当
事
者
と
の
間
の
和
解
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
、
法
的
に
決
着
を
つ
け
る

場
合
の
法
廷
に
お
け
る
訴
訟
活
動
に

は
特
段
の
変
更
は
な
い
」
。
と
主
張

し
、
裁
判
で
は
キ
ノ
ホ
ル
ム
原
因
説

を
あ
く
ま
で
否
定
す
る
事
を
強
調
し

て
い
ま
す
。

　

全
有
協
の
総
会

　
　
　
　

日
程
変
更

　

全
有
協
（
前
鉛
中
毒
患
者
会
）
の

七
月
総
会
の
日
程
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
有
協
第
九
回
総
会
は
、
都
合
に

よ
り
、
七
月
十
五
日
（
日
）
、
午
前

十
時
よ
り
牛
後
四
時
ま
で
で
、
場
所

は
、
全
国
セ
メ
ン
ト
会
館
（
港
区
新

橋
五
－
二
九
上
「
電
話
四
三
六
・

三
六
六
六
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

全
有
協
は
、
結
成
当
初
に
は
鉛
中

毒
に
よ
る
職
業
病
患
者
を
主
と
し
て

い
た
の
が
、
有
機
溶
剤
、
水
銀
な
ど

に
よ
る
中
毒
患
者
の
組
織
に
な
り
、

全
国
的
な
運
動
の
展
開
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

全
有
協
青
木
七
郎

心臓病児者の

　　

幸せのために

心臓病児者の

　　

幸せのために

　　

川岫皿訂版

　

B6判368頁頒価1.200円〒160円

亡ヽ臓病に関する諸問題を網羅谷
會国心皿病の子供を守る会

申込み

　

全国心臓病の子供を守る会へ

晋101東京都千代田区神田北乗物町17北乗ビル増補改訂版
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5
0
万
患
者
会
員
が
集
る
民
医
連

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会

　

全
日
本
民
医
遅
に
は
、
五
〇
万
人
の
患
者
（
疾
患
別
患
者
会
員
）
が
集
っ
て
い
る
と
い
ヶ
話
奎
聞
き
、
若
宮

事
務
局
長
に
面
会
し
、
民
医
連
の
民
主
的
な
診
療
活
動
と
か
社
会
保
障
拡
充
の
運
動
な
ど
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
公
害
や
職
業
病
の
ほ
り
お
こ
し
で
も
元
進
的
な
役
割
り
か
乗
し
た
全
日
本
民
医
連
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

高橋会長

　

患
者
の
立
場
に
立
つ
医
療

　

民
医
連
の
綱
領
は
、
「
患
者
の
立

場
に
立
っ
て
親
切
で
よ
い
診
療
を
行

な
い
、
力
を
あ
わ
せ
て
働
く
ひ
と
び

と
の
生
命
と
健
康
を
守
る
」
と
な
っ

て
お
り
、
診
回
治
療
で
は
、
社
会

的
背
景
を
重
視
し
、
そ
し
て
、
予
防

か
ら
社
会
復
帰
ま
で
の
一
貫
し
た
医

療
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

Ｉ

　

し
た
が
っ
て
、
民
医
連
の
病
院
・

診
療
所
に
は
、
保
健
婦
、
医
療
社
会

事
業
部
を
お
き
、
患
者
の
生
活
状
況

や
社
会
環
境
ま
で
調
査
し
、
診
療
に

役
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
組
、

生
活
協
同
組
合
、
住
民
団
体
と
協
力

し
て
職
場
健
診
、
健
康
調
査
や
訪
問

看
護
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。健

保
で
2
5
回
請
願

　

健
康
保
険
の
改
悪
反
対
で
、
国
会

請
願
署
名
一
二
一
万
名
分
を
集
め
、

春
の
通
常
国
会
に
む
け
て
二
五
回
三

〇
〇
〇
人
参
加
で
中
央
行
動
を
行

い
、
健
保
廃
案
へ
の
大
き
な
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
の
健
保
・
公
費
医
療

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も

病
人
が
ふ
え
た
の
は
経
済
の
高
度
成

長
の
結
果
で
あ
り
、
低
成
長
に
な
っ

て
も
同
じ
よ
う
に
健
康
破
湧
Ξ
患
者

増
加
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
医
療
の
荒
廃
と
福
祉
の
後

退
を
く
い
止
め
る
に
は
、
国
と
資

杢
豚
の
負
担
を
大
幅
に
ふ
や
す
以
外

に
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
、
難
病
な
ど

の
思
者
負
担
を
増
や
す
の
は
ヶ
シ
ヵ

ラ
ン
事
で
す
。
公
費
医
療
の
拡
充
こ

そ
、
医
療
の
本
来
の
あ
り
方
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
医
療
を
民
主
的
な
も
の
に

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
方
針
の
特
徴
と

し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
住
民
本
位

の
医
療
供
袷
体
制
づ
く
り
に
お
い
て

い
ま
す
。

　

ど
ん
な
患
者
さ
ん
の
要
望
に
も
こ

た
え
る
た
め
に
、
第
一
次
医
療
（
プ

ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
ー
）
を
重
視
し
て
い

　
　

全
国
に
三
七
七
病
院

　

全
ｆ
ｆ
ｌ
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
す
。
い
わ
ゆ
る
民
主
病
院
、
民
主
診

　

（
略
称
＝
全
日
本
民
医
連
）
は
、
東
療
所
の
連
合
組
織
と
し
て
、
一
九
五

京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
丁
五
－
五
、
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）
に
結
成
さ

新
宿
農
協
会
館
に
あ
り
ま
す
。

　

れ
、
昨
年
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し

　

民
医
連
は
、
戦
前
の
無
産
者
診
療
だ
。

所
運
動
の
伝
統
を
う
け
つ
い
で
い
ま

　

民
医
連
に
は
、
現
在
、
全
都
府
県

ま
す
。
ど
の
地
域
で
も
、
医
療
と
社

会
保
障
活
動
を
つ
よ
め
、
医
療
供
給

と
社
会
保
障
の
両
面
か
ら
、
安
心
し

て
病
気
を
治
せ
る
よ
う
に
、
地
域
医

寮
の
民
主
的
な
形
成
の
た
め
に
、
開

業
医
と
の
協
力
共
同
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

に
三
七
七
病
院
・
診
療
所
が
加
盟
し

て
お
り
、
総
べ
ｙ
ド
数
約
一
万
三
千

床
、
入
院
思
者
約
一
万
二
千
人
、
一

日
平
均
外
来
患
者
四
万
八
千
人
、
疾

病
別
患
者
会
員
総
数
約
五
十
万
人
に

つ
い
て
、
職
員
は
約
二
万
人
が
診
療

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

三
月

　

▲
二
十
七
日
行
管
庁
各
種

公
費
負
担
医
療
の
行
政
管
察
を
行

う
こ
と
と
し
、
厚
生
省
に
通
知
。

　

▲
三
十
日
租
税
特
別
措
置
法

改
正
が
成
立
。

　

▲
三
十
日
保
険
庁
5
4
年
度

の
政
管
健
保
事
業
運
営
を
通
知
。

　
　

四
月

?;:･伺ａ:=･心茫:s･･sＳＧ:･哨蜀

　

一一＿

　　

－

　

Ｗ
医療ニュース

３月・４月・５月

忿Ｚ５::･･ｉ２Ｚ５:z･･以{ＺＥz･･=吃ＺＥ:･

ぷ

　
　
　
　
　
　
　

啖

ぷ
‥
Ｖ
轟
沿
‥
Ｔ
帛
球
り

▲
十
八
日
年
金
基
本
構
想
懇

談
会
報
告
書
を
ま
と
め
厚
相
に

提
出
。
5
5
年
度
年
金
改
正
の
準
備

に
入
り
、
労
働
省
と
も
協
議
す
る

　

▲
十
八
日
総
評
年
金
基
本

構
想
報
告
書
を
批
判
す
る
見
解
を

発
表
（
6
5
歳
支
給
に
反
対
）
。

　

▲
十
九
日
看
護
協
会
へ
き

地
医
療
と
過
疎
・
離
島
・
豪
雪
地

等
の
保
健
婦
活
動
改
善
で
厚
相
に

要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

▲
二
十
日
厚
生
省
5
5
年
度

の
医
薬
品
生
産
額
は
二
兆
八
千
億

円
と
発
表
。

　

▲
二
十
日
社
保
審
厚
年
部
会

支
給
開
始
年
齢
な
ど
十
項
目
の
検

討
課
題
で
改
正
に
着
手
し
た
。

　

▲
二
十
四
日
厚
生
省
五
月

一
日
よ
り
看
護
料
の
改
正
を
決
定

　

▲
二
十
七
日
衆
院
社
労
委

薬
大
履
害
救
済
で
参
考
意
見
を
聴

取
し
た
。

　

▲
二
十
九
日
厚
生
省
5
5
年

度
社
会
福
祉
施
設
調
査
結
果
を
発

表
し
た
。

　

▲
二
十
七
日
秋
田
地
裁
租

税
法
律
主
義
に
違
反
す
る
と
国
保

条
例
で
違
憲
判
決
を
下
し
た
。

　

▲
Ｅ
十
日
郵
政
省
・
統
計
研

究
会
第
三
の
年
金
と
し
て
、
国

営
の
個
人
年
金
の
発
足
を
綸
討
し

発
表
し
た
。

　
　

五
月

　

▲
四
日
総
理
府
国
際
児
童

年
で
世
論
調
査
し
結
果
を
発
表
。

　

▲
七
日
国
立
病
院
・
療
養
所

問
題
懇
七
回
目
会
議
を
開
き
、

国
立
病
院
な
ど
の
あ
リ
方
で
事
務

当
局
試
案
の
説
明
を
う
け
た
。
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い
き
な
り
電
話
で
申
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
実
は
私
は
互
療
会
（
人
工
肛
門
）

の
埼
玉
支
部
に
入
っ
て
い
ま
す
ソ
ウ

タ
と
申
し
ま
す
。

　

ご
相
談
し
た
い
事
が
ご
ざ
い
ま
し

て
お
官
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
清
瀬
市
（
東
京
）
か
ら
人
．
Ｌ
肛

門
で
使
用
す
る
器
具
に
つ
い
て
の
助

成
金
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し

て
、
そ
の
方
法
や
運
動
の
す
す
め
方

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

人
工
肛
門
の
会
を

三
多
摩
地
区
に
つ
く
り
た
い

　
　
　
　
　

互
療
会
埼
玉
支
部
ソ
ウ
タ

　

も
う
一
つ
は
、
東
京
の
三
多
摩
地

区
に
約
五
〇
名
ば
か
り
の
会
員
か
お

り
ま
す
が
、
互
療
会
の
三
多
摩
地
区

セ
ン
タ
ー
（
組
織
）
か
お
り
ま
せ
ん

た
め
に
、
会
員
同
志
の
横
の
つ
な
が

り
か
な
く
、
ま
た
、
三
多
摩
地
区
で

ま
と
ま
っ
て
運
動
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と

り
は
非
常
に
不
自
由
を
し
な
が
ら
、

我
慢
し
て
い
る
の
か
実
状
で
す
。
従

っ
て
、
ど
う
し
て
も
、
三
多
摩
地
区

の
組
織
を
つ
く
り
た
い
の
で
、
ご
相

談
に
伺
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

も
し
ご
都
合
が
つ
け
は
、
会
長
と

私
か
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

ん
と
か
ご
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
列
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

付
添
看
護
料
の
こ
と
を

　
　

く
わ
し
く
知
り
た
い

　
　
　
　
　
　

岩
手
県
青
木
＋

朗

　

拝
啓
誉
い
日
が
つ
づ
き
本
格
的

な
。
夏
の
よ
う
で
す
が
、
全
国
患
者
団

体
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
の
皆
さ
ん

は
い
か
が
で
す
か
。

　

突
然
の
便
り
で
恐
縮
で
す
が
、
私

は
実
は
難
洽
性
の
病
気
に
か
か
り
、

付
添
看
護
婦
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
も
ラ
か
れ
こ
れ
十
年

に
な
り
ま
す
。

　
　

「
か
ん
じ
ゃ
と
医
療
」
の
二
号
位

い
前
に
書
か
れ
た
付
添
看
護
料
を
く

わ
し
く
教
え
て
下
さ
い
。
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ご
購
読
の
お
ね
が
い

　

本
誌
は
、
全
国
患
者
団
体

連
絡
協
議
会
（
略
称
・
全
患

連
）
の
機
関
誌
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
患

者
や
家
族
、
一
般
の
方
々
に

さ
る
よ
う
匍
願
い
し
ま
す
。

申
込
先
〒
一
八
〇
－
○
四

　
　
　

東
京
都
清
瀬
市
松
山

　
　
　

ニ
ー
百
Ｔ
こ
一
本

　
　
　

誌
編
集
委
員
会
ま
で

　　　　　　　　　　　　

－
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ぜ

ひ
購
読
を
お
す
す
め
く
だ
購
読
料
六
″
月
六
六
〇
円
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患者運動
長

　　

宏

　

著

　　　

勁草書房刊

　　　　　　　

定価1.200円〒160円
世界でもめずらしい、といわれる｢患者運動｣

が、なぜ日本だけに発生したのか。

人権意識をもって立ち上った患者運動の現状

と課題を明らかにしています。必読の書。

お申込み現金(切手も可)でお申込み下さい。

全国患者団体連絡協議会東京都清瀬市松山2-13-12

全国患者団体連絡協議会加盟組織

ぐ互療会〉

〒105港区西新橋3－15－10原色版印刷内

　　　

･ 0 3 (433) 164 1

ぐ全国交通労旬災害対策協議会〉

〒171豊島区丙池袋１－４－５

　　　

●０ ３ 082) 7 3 6 1

《全国腎臓病愚者連絡協議会》

〒161新宿区下落今3－15－29田沼ビル（第二）

　　　

≪0 3 (952) 5 3 4 0

ぐ全国心臓病の子供を守る会〉

〒101 F-代田区神田北粟物町17北乗ビル

　　　

≪0 3 (256) 8 4 24

〈全国ハンセン氏病愚者協議会》

〒189 ≪村山市胃葉町4－1－10

　　　

･ai23剛) 1571

〈全国職業性有害初障害患者協議会〉

〒171豊島区西池袋3一一17-18 mm荘８号

　　　

･ 0 3 (986) 5938

〈日本愚者同盟》

〒180-04 m瀬市松山2-13-12

　　　

･0424 (9b 0058

《慢性寸化鯖中毒愚者会》

〒151渋谷区千駄ヶ谷１一31-5代々木病院内

　　　

･0493 (24) 1 2 93後藤宛
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